
対照的な⽣命⼒

理論と実践において

シャレム (ヘブライ語 「 」 = 「全体性」)Shalemשלם 



元素の性質



源

それは元素を結びつけます —
呼吸と呼吸の間の息、
夢⾒る意識 —

そして、私たちを通して夢⾒
ているのです。

あらゆる形が⽣まれ、あらゆ
る形が還っていく静寂の⺟
体。四つの元素が存在の舞台
を形作る⼀⽅、第五の元素は
空間そのものです — すべてが
展開する意識なのです。



⽔

共感と創造性

柔軟性と利他主義

平静さと適応性

感情の深さ

しなやかさと継続性 

源は私たちに、感情を
意識的に体験し、感情
のプロセスを理解し、
そこから学ぶことを許

します。



⽕

構造と明晰さ  推進⼒
と決断⼒ 

エゴイズム ⾏動と秩序
ダイナミクスと活動性

源は変容するエネルギ
ーを導き、変化がどの
ように、そしてなぜ起
こるのかについて明晰
さをもたらします。そ
れは破壊的で混沌とし
た爆発を防ぎます。



⾵

流動性と軽やかさ

コミュニケーションとア
デア 交流と繋がり
呼吸と調律 

源は思考を貫き、⽀え
ます。それは物理世界
に精神的な次元を与え
ます。場がなければ、
それは単なる物質に過
ぎず、場がそれに意味
を与えます。



地

忍耐と世話

豊穣と安定性

規律と持続性

確固たる基盤

源は地を貫き、⽀えま
す。それは物質世界に
精神的な次元を与えま
す。場がなければ、そ
れは単なる物質に過ぎ
ません。場がそれに意
味を与えます。



動き、⾏動、緊張 温
かさ、熱、夏
均衡にある時:

⾃⼰肯定感、決断⼒、
活動性、明晰さ、集中

⼒

不均衡にある時:
プレッシャー感、過敏
症、⾼⾎圧、不眠症、
冷え、疲労、無気⼒、

下痢

休息、受容、リラック
ス 冷たさ、霜、冬
均衡にある時:

感情の深さ、共感、忍
耐、世話、平静さ

不均衡にある時:
乾燥、落ち着きのな
さ、感情の不安定さ、
無気⼒、引きこもり、

便秘、鬱

活動的な原理と受
動的な原理



構造と柔軟性 
感情は、閉ざされることなく、具体的な⾏動へ

とダイナミックに導かれます。

明晰さと共感

決定は、合理的かつ感情的に理解できるもので

す。

⾏動と適応性

⾏動する能⼒は、柔軟性と回復⼒によって補完

されます。

決断⼒と流れ

流れが滞ったり不安定になったりするのを防ぎ

— そして、反応のための的を絞ったインパルス
を与えます。

光と熱をもたらす 穏やかで滋養を与える

活動的な原理と受
動的な原理



私たち⼀⼈⼀⼈の中に:J誰もが、⽣物学的な性別
に関わらず、能動的および受動的な⽣命⼒の両⽅

を内に宿しています。これら⼆つの原理の均衡

が、合理的かつ感情的な⾏動、構造化された柔軟

な決定を可能にします。

あらゆるものにおける陽と陰: 私たちの周りのあら
ゆるものにおいて：これらの原理は、⾃然、⼈間

関係、思考、⾏動に反映されています。それら

は、活動と静けさ、明晰さと感情、構造と流れが

出会うあらゆる場所で作⽤します。

あらゆるものにお
ける陽と陰



外的な対⽴ 
内なる分裂 鏡

内的・外的な
分裂の鏡
私たちの内なる引き裂かれた状態

は、外的な緊張に映し出されま

す。⾃分の中でバランスが取れて

いないものを、私たちは無意識に

外の世界へと投影しています。



アクティブな⼒と受容的な⼒の間の絶え間な

い「⾏ったり来たり」を象徴しています — そ
れらが調和することはありません。

不安と内なる分裂 調和のとれた流れがな
く、⾏動が⽀配的に なったり、感情的にな
りすぎたりします。

対⽴

⽣命⼒が互いに作⽤し合うため、不均衡は

内側にも外側にも緊張を⽣み出します。

ストレスと疲労: 安定した内なる基盤を
持たない持続的な 適応は、内なる疲弊へ
とつながります。



アクティブな⼒と受容的な⼒の融合を表

し、それらは互いに作⽤し合い、対⽴しま

せん。

内なる平和 合理的かつ共感的な、安
定した内なる 中⼼。
柔軟性と安定性:
状況に応じて、引き裂かれることな

く、積極的に⾏動したり、柔軟に反応

したりすることができます。

持続可能な幸福:
両⽅の⼒が調和して機能するため、ス

トレスが少なく、感情的なバランスが

向上します。



こうして、感情的にも

⾏動的にも偏りのな

い、全体的な物語が⽣

まれます。

体験、感情、思考を処理

し、物語へと形作る、私

たちの中央の存在です。

内なる語り⼿は、私た

ちが対⽴を克服し、⾃

分⾃⾝を強化し、⾃分

⾃⾝と繋がるように⼈

⽣の物語を語る⼿助け

をします。

内なる語り⼿が両⽅の

⽣命⼒を統合する時、

バランスの取れた決定

を下します — いつの時
が⾏動すべきか、いつ

が受容し反省すべきか

を知ります。



振り⼦モード：
完璧主義

構造とコントロールを維持するために過剰に
活動的になります。すべてが完璧でなければ
ならない — 明確なルール、厳格な計画、⾼い

期待が⾏動を決定します。

同時に：
根深い不安感と、

⼗分でないことへの恐れ。

結果:
感情がブロックされ、⾃⼰疑念が増⼤し

ます。

典型的:コントロール⾏動（アクティブ）
と⾃⼰疑念（受容的）の間で常に揺れ動
き、両⽅の⼒が調和して機能することはあ
りません → 結果：ストレスと内なる分

裂。

 



振り⼦モード：ナルシシズム

⼒とコントロールを⽰すために過剰に活動

的になります。⾃分⾃⾝を中央に据え、⽀

配と注⽬によって承認を求めます。

内⾯的には :
⼤きな不安と、

外からの確認への依存。

外⾒:
⽀配的な態度は、深い脆弱性を覆い隠

します

 

⼒と⼒の間の「⾏ったり来たり」は、操作と

感情的な爆発を⽣み出します。.



標語 :
「私はとても深く感じる — だから私は正しい。あな
たが反論するなら、共感が⾜りないのです。」

受容的なオーバーライド

⾃⾝の感情に過度に固執し、それが道徳的に優れてい

ると⾒なされます。

影響:
他者の感情は無視されるか、⾃⾝の感情世界を安定さ

せるために操作的に利⽤されます。

⼒学 :
「もし私の思い通りにしないなら、それが私をどれほ

ど感情的に苦しめるかを説明します — あなたは理解
してくれるでしょう…」

振り⼦モード：

ナルシシズム



好かれたいという願望（受容的）と、⾃分

⾃⾝をコントロールし、抑えるという内な

る衝動（能動的）の間を常に揺れ動くこ

と。

振り⼦モード：

救世主∕援助者

受容的:過剰な共感と感情的な世話 
ズを⾃⾝のものより優先させます。

 他者のニー

能動的 : 同時に：⾃分⾃⾝をコントロールし、調和
を保ちたいという願望 — それが⾃⼰否定と⾃⾝の
願望の喪失につながります。

—



感情的な不安と意思決定のプレッシャー

の間で絶え間なく揺れ動き、停滞と内な

る緊張につながります。

振り⼦モード：

躊躇∕疑念

受容的:感情による圧倒 — 決定があまりにも⼤き
く、あまりにも重く感じられます。 能動的 : 明確な
決定を下し、構造を作るプレッシャ ーは、成功が感
じられない場合に不満につながりま す。



結果:

衝動的な⾏動と感情的な混乱の間で常に

切り替わることで、持続可能な安定が妨げ

られ、⻑期的な犠牲が⽣じます。

振り⼦モード：衝動的 

Rezeptiv : ⻑期的な影響を考慮しない、⾃発的で制
御不能な⾏動。

能動的: H衝動的な⾏動後の、他者の反応や罪悪感
による圧倒。



合理性と感情的な理解の組み合わせは、

経済的に賢明かつ⼈間的に意味のある決

定を可能にします。

バランスモード：

先⾒性

受容的: 共感と機微を活⽤し、他者への影響を考慮
に⼊れます。新しい情報や感情が現れた場合にも柔

軟性を保ちます。

能動的:
論理的な分析に基づき、明確で熟考された決定を下

します。全体像を⾒据え、戦略的に計画を⽴てま

す。



創造的な解決策の持ち主は、構造化された

思考と⾃由な精神を結びつけ — 論理的で
刺激的な⾰新的な解決策を⽣み出します。

バランスモード：

問題解決者

受容的:直感と創造性に空間を与えます。既成概念
にとらわれず考え、感情や直感を含めます。

能動的: プロジェクトを構造化し、戦略的に計画を
⽴て、結果志向で作業します。問題がどこにあるか

を正確に分析します。



⾃分⾃⾝を失うことなく他者をサポートし

ます。感情的な親密さを与えつつ — 安定
性と⾃⽴性を保ちます。

バランスモード：

⾃⼰肯定感のある援助者

受容的:
 真の共感と配慮から助けます。⾃分⾃⾝を犠牲に
することなく、存在感を発揮します。 能動的 :
同時に⾃⾝のニーズに注意を払い、明確な境界線を

引きます。いつ⾃分⾃⾝のために⽴ち上がるべきか

を知っています。.



集中⼒とパフォーマンス能⼒をマインド

フルネスとセルフケアに結びつけます。
→ ⻑期的に成功し、かつバランスが取れ
ています。 

バランスモード：

穏やかな実⾏者

受容的 再⽣、休憩、感情的および⾝体的な健康に
注意を払います。フローを保ち — 燃え尽き症候群
を防ぎます。 能動的:⽬標志向で、パフォーマンス
意欲が⾼く、野⼼的で す。明確な⽬標設定と⾼い
コ ミットメントを持って 取り組みます。



典型的な結果:

内なる外的対⽴

不均衡な決定

内なる分裂

衝動的な⾏動

感情的な過負荷

過剰なコントロール

フラストレーションと

典型的な結果:

調和のとれた⾏動 感情的
なバランス 持続可能な解
決策  成功した対⽴解決
内なる平和 向上した回復
⼒ 創造的で熟考された結
果

視点の⽐較

振り⼦モード

バランスモード



統合による癒し

創造性と⾰新 
論理と創造性の結合は、従来の思考パターンを超えるこ と
を可能にします。

感情的知性の模範

⼼と理性（頭）の均衡は、私たちを⽣まれながらのリーダ

ーシップを持つ⼈物、そして平和の担い⼿とします。

共感と社会的な癒し

共感の雰囲気は、多様性が豊かさと感じられる包括的な

社会を創造します。

調和のとれたリーダーシップと協⼒ 
バランスの取れた意思決定と協⼒的なチームワーク

は、⻑期的な、ダイナミックな⽬標へと導きます。

04

01

02

03



統合による癒し (継続)
「癒しは、私たちの内なる⽣命⼒がバランスを通

 — じてのみ繁栄できること 能動的原理と受容的
原理が私たちの中に存在し、尊重されなければな

らないことを理解する時に始まります。」

持続可能性と均衡を促進する

インスピレーションと⾃⼰治癒
癒された⼈は、個⼈的な成⻑の模範となります。彼は他

者を導き、インスピレーションを与え — そして集合的
な癒しのプロセスをサポートすることができます。

与えることと受け取ることのバランスが取れた協⼒的

な社会へと導きます。



視点変更:
物事を別の視点から⾒ることを可能にします 
⼈では⾒えない空間を開きます。

成⻑の可能性:
K批評は改善提案であり、学習の刺激となり得ま
す。それは弱点を可視化し — 私たちの内なる成⻑
の可能性を活性化させます。

 ⼀

⾃⾝の要素の反映:
批評は、しばしばまだ統合されていない無意識の要

素を⽰します — それは⾃分⾃⾝をよりよく知る機
会です。

—

⽬標を定めた批評：

成⻑への招待状



境界線を引く：

全ての批判が正当なわけではありません。

W
私たちは区別することを学ぶ必要があります –

 いつ受け⼊れるべきか、いつ⾝を守るべきか。

内容と感情を切り離す：

たとえ批判が不適切であっても、そこには価値ある核⼼が

含まれている可能性があります。

⾃⼰反省：

的を絞らない批判は、しばしば発信者について多くを語り

ます – しかし、⾃⼰省察の機会を提供します：私はどう⾒
えているか？何を改善できるか？

的を絞らない批判：

訓練されていない射⼿



根:
V隠された要素や感情で、私たちの世界観を歪める可能性
があります — それに気づくことなく。

王冠:
意識を象徴し、思考、感情、⾏動の原因を認識することが

できます。内なる語り⼿はここでは⾃由です。

幹:
無意識と思考の世界を結びつけます。

知覚は根からの「栄養」によって形成されます。反応や批

判はしばしば、ろ過されていない衝動から⽣じます。

⽊のメタファー

結論:

批評や強い反応は、しばしば無意識に根ざして
います。

 

 I統合において、内なる語り⼿は様々なレベルの
関連性を認識し — 物語は再び⾃由に流れます。



クリニック＆介護:
両⽅の⼒の均衡は、効率的かつ⼈間的な⽇常⽣活のために

不可⽋です — 患者様とチームの幸福のために。

⼦供:
⼦供たちは、安全で幸福に成⻑するために両⽅の⽣命⼒を

必要とします — まるで強い根（感情的・受容的）と頑丈な
枝（認知的・能動的）があってこそ、その潜在能⼒を最⼤

限に発揮できる⽊のように。

⼤⼈:
能動的な⼒と受容的な⼒が調和して働き — 個⼈的な成⻑と
職業的な⽬標達成を促進します。

主要ターゲットグループへの考察 



抑圧された部分の統

合 完全で全体的な⼈格へと導
き、内なる緊張から解放されます。

より健全な関係 :
投影が少ない真の出会いは、

より深いつながりを可能にしま

す。 ⽭盾による平和 :
⼈⽣の対⽴を受け⼊れる⼈は、

内なる平静を得ます。

⼼理学 / ⼈⽂科学:
カール・ユング – アニマ（受容的）とアニ

ムス （能動的）の統合

共通の概念



体内のコミュニケーション 鍵（能動的）と
鍵⽳（受容的）の原則に従います。

この正確な相互作⽤は、細胞が刺激にどのよう

に反応す るかを制御し — 体内の⽣命⼒のバラ
ンスを保ちます。

各細胞には特定の受容体（鍵⽳）があり、特定の

情報伝達 物質（鍵）によってのみ活性化されま
す。

共通の概念

（⽣物学∕化学）



現象としての光

重ね合わせ (バランス)
粒⼦が観測されるまで、同時に複数の状態で存在できる状

態です。

 波 (受容的):
B光の動き、広がり、振動 — 回折や⼲渉のような現象を説
明します。穏やかで、つながりがあり、影響を受け⼊れま

す。

粒⼦ (能動的):
光は光⼦として — ⼩さく、集中しており、狙いを定めて吸
収または放出されます。それは明確に測定可能なパルスで

エネルギーを運びます。

共通の概念

(物理学)



陰の過剰 (受容的):
無気⼒、感情的疲労。

均衡がもたらすもの:

静けさ、明晰さ、⽣命エネルギー。

陰と陽 – その統合は⾝体的および精神的健康を
促進します。

内なるバランスは外的な均衡を⽣み出します。

気 の流れに滞りがないことは、
= 

健康の基礎です。

陽の過剰 (能動的):
興奮性、過活動。

気の流れに滞りがないこと

共通の概念（TCM – 東洋医学）



内的統合による⾃⼰実現

シヴァ (能動的) ＝ 普遍的意識
シャクティ(受容的)＝感情的⽣命⼒ 

それらの繋がりにおいて、⾏動に明晰さが⽣ま

れます。

エネルギーのバランスはドーシャ（体質）を強

化します。

課題への意識的な対処を促進します。

いつ⾏動すべきか、そしていつ休養し再⽣すべ

きかを認識するのに役⽴ちます。

共通の概念

（ヨガ＆アーユルヴェーダ）



スパイラル・ダイナミクス∕リーダーシ)

( ップ

リーダーシップ能⼒は、

⼈々が内的なバランスを達成したときに

⽣まれます

中⼼的な能⼒

外部の状況に関わらず、バランスを保つ

こと

これは持続可能なリーダーシップに不可

⽋です

能動的および受容的な⽣命⼒は段階的に

発展します

真の統合は、安定した基盤があって初め

て可能です

包括的な世界観 包括的な世界観は、⼈々
が固定された概念を超えて成⻑すること

を可能にします。

共通の概念



(ジェンダーフルイディティ＆統合)

役割の期待から解放されることは、より

現実的な⾃⼰認識へと繋がります。

⾃分の中に両⽅の極を受け⼊れること

は、特定のステレオタイプに合わせよう

とする内的な圧⼒を軽減します。

伝統的な性別の枠にとらわれずに、直感

的かつ合理的な道筋のためのより多くの

空間が⽣まれます。それらは⾃然にバラ

ンスを取ります。

役割モデルの解消と統合は、幸福のために不

可⽋です。

共通の概念



持続可能な関係

より良い意思決定能⼒

内なる均衡

その他多数…

全体性と⾃⼰実現（⼼理学） 鍵と鍵⽳の原則（⽣物学

∕化学） 粒⼦と波動としての光（物理学） ⾝体的・

感情的健康（TCM、TIM） アライメントと成⻑（ヨ

ガ） リーダーシップとバランス（スパイラル・ダイナ

ミク

ス）

固定された役割からの⾃由（ジェンダー研究）

概念の概要



挑戦 



安定とケア
⼟は、安定、ケア、信頼性を表します — ⽇常の
クリニック業務で構造を作り、安⼼を提供する

看護スタッフによって具現化されます。

要素「⾵」は、軽さ、新しいアイデア、そして視点をもた

らします。オープンなコミュニケーションと新鮮なインプ

ットは、⼟のエネルギーの流れを回復させるのに役⽴ちま

す。

しかし、この⼒が過度に強調されると

停滞につながる可能性があります。

従業員はルーティンに囚われていると感じる

新たな課題に柔軟に対応するのが難しい

硬直した構造が個別の患者ケアを困難にする 



感情と共感
⽔は、感情、共感、適応性を表します — 患者に
共感的に接する⼥性看護師によって具現化され

ます。

しかし、過剰な場合:
感情的な過負荷

境界設定の難しさ

常に過度な負担を感じる

要素「⽕」は、明晰さと決断⼒をもたらします。それは、

困難な状況で明確にコミュニケーションを取り、「ノー」と

⾔うことにも役⽴ちます。



原動⼒とモチベーション
⽕は、原動⼒、熱意、決断⼒を表します — 治療
を精⼒的に推進する医師やセラピストによって

具現化されます。

しかし、過剰な制御の場合

過負荷

患者への感受性の喪失

パフォーマンスプレッシャーによりチームスピ

リットが低下する

解決策としての要素:
⽔は、内省と思いやりの⼼を呼び戻します。そうすること

で、配慮ある⾏動とより良い⼈間関係の構築のための空間

が⽣まれます。



コミュニケーションと柔軟性 (

しかし、過剰な場合:
多すぎるアイデア、明確な⽅向性の⽋如

決定の遅延

情報過多による優柔不断

⾵は、

コミュニケーション、アイデア交換、開放性を表

します — 学際的なチームワークで明確に⾒られ
ます。

解決策:
⼟は構造と集中をもたらします。それはアイデアを定着さ

せ、実⾏に移すのに役⽴ちます。



繋がり：

メタ要素「精神」

精神は: Dあらゆるものをつなぐ空間 — 全て
の要素の
繋がりを表します。それは、患者ケアの全て

の側⾯が関連し、互いに影響し合うという包

括的な理解を象徴しています。

全ての要素が活性化されて初めて:
⼟は構造をもたらす

⽔は繋がりを⽣むg
⽕はモチベーションをもたらす

⾵はコミュニケーションを可能にする

精神が超越的な要素として機能することができます。

精神が統合されていない場合:
⼿法間の繋がりが⽋如し — チームはホリスティッ

クに⾏動する能⼒を失います。

メタ要素は、他の全ての要素が調和して機能し、統⼀され

た全体を形成する時に表現されます。



伝統的な役割モデルと社会規範

統合とは、⾃然な違いを否定するこ

とではなく  — それらを活⽤して調
和の取れた均衡を創り出すこと  で
す。 両⽅のエネルギーは、性別に関
係なく、全て  の⼈の  中に存在しま
す。意識的な統合によって、私 たち
は 両⽅の⼒に同時にアクセスできま
す。  ⽂化  的な観念は統合を妨げる
可能性があります。

「男性と⼥性は単純に違う — それを混ぜ
るべきではない。」



アイデンティティ喪失への恐れ 

多くの⼈が信じている： 「異性」
の特性を⾝につけると、 ⾃⼰の
アイデンティティを失う。

男性は弱く⾒られることを恐れる

⼥性は攻撃的と⾒なされることを恐れる

内なるバランスは喪失ではなく、拡張を意味する。統合は

新たな可能性と柔軟性を開く。

「私はこういう⼈間だ — そしてこれまでうまく
いってきた。なぜ⾃分を変える必要があるの

か？」



社会的圧⼒と期待 

男⼥ともに特定の期待に応えるよう圧⼒を受けており 
それが新しい⾏動パターンを阻害します。

しかし、私たちの社会は変化しています:
バランスの取れた⽣命⼒を持つ⼈々は、しばしばより幸福

で成功しています。

かつて弱さと考えられていたものが、今では強さと認識さ

れ — その逆もまた然りです。

—

「感情を⾒せたら、もう真剣に受け⽌めてもら

えないだろう。」



⼼理的抵抗と脆弱性

受容的な⼒の統合は、感情や弱点を認識することを意

味します。:
 特に成果主義のシステムでは、最初はそれが脅威に感
じられます。

脆弱性は弱さの兆候ではなく— 内なる強さの証です。
⾃分のニーズを⽰す⼈は、より深いつながりを⽣み出

し、感情的知性を得ます —特にリーダーシップの役割
において⾮常に価値があります。

「感情を⾒せたら、攻撃されやすくなる。」



ロールモデルの⽋如と不確実性

変化はしばしば内側から始まります

インスピレーションを与えるロールモデルは助けに

なります — しかし、道は各々が⾃分⾃⾝で進まな
ければなりません。

Jより多くの⼈々が⾃⼰を完成させるほど、私たち
の世界もより全体的になります。

多くの⼈は直接の環境にロールモデルを持っていま

せん — なぜなら、この発展段階が社会的にほとん
ど場所を与えられなかったからです。 – ロールモデ
ルなしでは、道は不確かで慣れないものに感じられ

ます。

「誰もそんな⽣き⽅をしていない — なぜ
私だけ違うはずがないのか？」



信念と内なるブロック
深く根付いた信念は、私たちを古いパターンに縛り付け

ます。

例：⽋乏思考 対 豊かさ思考)

これらの信念は、しばしば私たち⾃⾝の可能性を妨げる

無意識のブロックです。⾃⼰省察と⾃⼰研鑽によって解

消することができ — バランスがより⼤きな⾃由と⾃⼰
実 現へと導きます。

T

(

「これは私には合わない。私はそういうタイプ

じゃない。」



期待と結果

統合には時間、勇気、そして集中が必要です。

多くの⼈は、結果をあまりにも早く期待するがゆえに諦

めてしまいます。

しかし、変化は⻑期的なプロセスです。:
忍耐と練習によって、真の進歩が⽣まれます:
より感情的な健康、ストレスの軽減、より深いつながり。

「これは疲れすぎる —
何の結果も⾒えない。」



バランスの誤解

 バランス ≠ あらゆる状況で50:50ではありません。

真のバランスは硬直的ではなく、動的です。

ある⼈にとってバランスが取れていることが、別の⼈にと

っては不均衡に⾒えるかもしれません。

各ライフステージには、独⾃のバランスの形が必要です。

全ての要素が交流を続けることで、危機的状況でも私たち

は中⼼に戻ることができます。

「いつもバランスが取れているわけ

ではないでしょう。」


